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《外国通信〉
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昨夏、小津俊夫氏が主宰する昔ぱなし大学のは

ルヒェンの旅」に同行し、ク.リム兄弟とそのメル

ヒェンの世界をたどってドイツ、オーストリアを

旅した o

ねずみ捕り男の伝説で知られる、北ドイツの町

ハーメノレンから出発し、グリム兄弟ゆかりの地を

南下してLぺ。兄弟が 1837年まで大学教授と

してつとめ、ドイツ民俗学の礎を築いた大学町ゲ

ッテインゲンでは、民俗学研究所内の『メノレヒェ

ン百科事興J編集局を訪れ、迎えてくれたウータ

一博士の説明を聞く Q カッセルのグリム兄弟博物

館を見学し、兄弟が大学生活を送ったマールブル

クへ c 民俗学者へック博士の案内で、赤ずきんの

里といわれる、マールブルク近郊のシュヴァルム

を訪れ、農家や、めずらしく今でも使われている

パン焼き小屋を見学するロ私達は、ちょうどある

一家が r~ ンを焼いているところに行きあわせたの

で、こねたパンが木のへらにのせられ焼き釜の中

へ入れられる様子をじっくりと観察した。この地

方自身の画家ウペローデは、 『グリム童話』のさ

し絵に、マ -Jレブルクや近郊の村々の風景や建造

物を好んでとりいれた o ウペローデがモデルにし

た実在の、 「ラプンツェル」の塔や、 「がちょう

番の娘」の馬ファラダの首がかけられた門などを

見て歩く G マーブルクではまた、当時のグリム兄

弟の下宿から、彼らが決定的な影響を受け、毎晩

のように通ったという師サヴィニー先生の家まで

の坂道を実際に歩いてみる o 私はすでに何回かこ

の道を歩〈機会に恵まれたが、グリム兄弟がどん

な思いでここを行き来したのかを考えるたびに、

感動するのであ』る。その後、兄弟が子ども時代を

過ごした村シュクイナウで、当時の住まいやシュ

タイナウ減のグリム展示室などを見て、兄弟の銅

像が立つ生誕地ハーナウへ。

旅の参加者たちは特に、ドイツの森の中を歩い

たり、山上の牧場にのぼったり、お城の中庭に立

ったり、村のパン焼き小屋を見たりということに

よって、グリムのメルヒェジの世界をよりいっそ

う実感できたという。(東京都)

理事選挙のお知らせ

別紙案内の通り、 1995、6年度の

理事選挙が4行われます。

期日までに投票をお済ませくださいロ

郁~併合唱

il {こえ 》

f'" n :f士号盗事j
"" LJ 呂 田 貝村

，...ペハ ナ
ll..o .1 ¥i'、

中村 守と も 乎

1 992年から、茨城県日立市が昔話の CD資

料の発行を始めている o 総監修者に小津俊夫氏を

迎え、『笠原政雄昔話集J (' 92年)r鈴木サツ昔話

集j (' 93年)r昔話採集家佐々木徳夫選みちのく

昔話集j (' 94年)の 3シリーズ(いずれも 13巻仕

立)が発行されている o C D資料の編集実務にた

ずさわっている立場から、その内容や意義などに

ついて報告したい

従来、昔話は文字資料の発行が主流を占め、音声

資料として発行されることは極めて希であった。

口で語り、耳で聞くという音の文芸の本質からみ

れば、この度の CD資料シリーズ!の発行は、昔話研

究に新たな側面を拓くものとして期待できょう。

現在発行されているシリーズは、語り手個人の全

レパートリーを納めたものが故笠原政雄さんと鈴

木サツさんの昔話集である。佐々木徳夫氏の選に

よる CDは複数の語り手の話を納めている。オリ

ジナノレテープの中には昭和40年代の録音もあり、

かなり古い録音も再生できる。

かつて、昔話先進国という言葉もあったほど豊

かな語りを伝承する語り手たちが存在したわが国

でも、最近は語り手の高齢化や物故が進んでいる o

アナログテープで録音された語りも、年数を経れ

ば音が消滅してしまうロこのような状況下では、

伝承の語りを現在の先端技術で保存しておくこと

は急務であろう。

また、オリジナノレ録音を復元することによって、
三干干 11'1 ::C 1 ・. 1'lJ;f ~ι ::C圭問す守二Z己ヘ 河、‘}，. ，、~.. ' ，甲、;sヱ 4 庁、 J.，，'
ロ口ソコー ι.問JcT ¥砂司j.主主 fヨJ v.ノ αJ匂 ，1... ，..... .l!!lノ匂 Vノ IJ・

かいま見えたり、語り手が話を聞かせてくれた人

(親や身内)に対する追慕の思いを吐露しているの

を発見できる口語りの場に臨場すること、例え、

それが二次的なものだとしても、私たちは二つの

時間の流れの中に身を置くことができる。一つは、

語られる話そのものの時間、もう一つは、調査者

と語り手と共有した時間である口その二つの時間

の流れを追体験することで、話をじっくり語るこ

と、聞くことは、語り手と聞き手の双万が相手に

対して心を関かなければ成立しないのだと悟る。

目立市は、今後も CD資料の発行を続けてゆく

方針であるロ多くの語りが復元されることを願っ

てやまない東京都)

【CD資料の問合せ先】

(財)目立市科学文化情報財団

〔告0294 (24) 7711J 
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[語りの掲 の復権一第 2回全日本語りの祭り一 武田 正

昨秋[)月 15 • 1 (j・ 17目、山形県南陽市の夕鶴の里を中心に、南隠市と語り手たちの会・民話

と文学の会をはじめ多くの会の協賛によって開催された U その華やかさは東北地方をはじめ、全国各地

からお集まりいただいた昔話の素語りは現代の語り手の代表とも言える福島県会津の馬場タニさん、宮

場県小牛田の只野とよさんの語り、それを迎えでの地元山形の語り手の語りなど、多彩な語りが花咲い

た 3日間でもあったことに明瞭であったが、その語りを踏まえての 3つの分科会の参会者の熱気あふれ

た討論で、皆頬を赤らめて意見を述べ合ったことにも、よく現われていたということができょう。

第 l分科会「現代の語り 」では、ここ数年注目を浴びているアメリカのジョーンズボロでのストーリ

ーテリング・フェスティパルの紹介などを含めて、「語りの今 jを論じながら、昔話にとどまらない<語

り>の出界の所在を論じ合い、祖先と子孫の接点としての自分が何を子孫に語るかと共に、語りの世界

の領壊がかくも広大なものであることを論じたのである o 研究の分野としTは「世間話」と伝来の関係

の問題へ発展する可能性を、具体的な語りを通して認識させたものと言える o

第 2分科会の「見せて語る」では、語りの座の変質を受容せざるを得ない現在、「語り」の畠り手と聞き

手のかかわり方も大きく変質しつ'つあることは論を待たない。その意味で新しいメディアへの自を開い

て行かなければならない。かつての幼児への読み聞かせがそれであったし、さらに紙芝居やパネル・シ

アタ一、児童劇などにも関心を持ーって行かねばならない。とは言え、昔話はあくまで語り手と聞き手が

心の交流を通しての「世界」を協同で創って行くことである筈とすれば、どう新しいメディアに両者が

参加するかこそ、解決しなければならない問題であるということを、参会者が語り合ったものである。

第 3分科会の「民話の語り jでは、地元山形のすぐれた語りを十分堪能すると共に、なぜ今語りをしな

ければならな L、かが語り合われた。もちろん、すぐれた語り手の語りの巧みな「間 j の問題とか、方言

をどうするかといった技術的な問題もあろうが、民話の中に語り手が込めようとした「もの jが何であっ

たかをこそ、今から語りをもって、子どもたちの文化創造に参加しようとする多くの方々の第一の問題

なのではな L、かという発言は、多大の感銘を与えたものである。素朴な語りの中に入り込んでいる f祖

先の、現代のわれわれへのメッセージ」とは何か、それを文字として翻刻された資料から分析・析出する

研究は従来もなされ、今後も研究の対象たるべきことは当然であるが、それにとどまらず、 「語り Jそ

のものからも析出して明確化して行かねばならないのではないかを、端正な語り手の語りの中で教えら

れたことであった c

昔話に限って見ても、 「伝承の場」の変化はあまりに著しいものがある。柳田国男は日本人の固有信

仰を追い求めるために、固有信仰を含んだ神話を、その神話の零落したものとしての昔話を見ょうとし

た。現実に収集された昔話からさかのぼって、神話時代を、さらに固有信仰を見ょうとしたが、昔話の

研究に、少くとも未来を見る目も必要であり、過去から現在への「零落 jという視点、でなく、私は過去・

現在守未来を成長として捉える視点を語りの祭りの中で学んどと言っていい。

|{10J3 OU会報告} テーマ:中世の『はなし J

I I Tf/..I=司、
tμJl~抗さと j 

常 光徹

1 0月 15日、中央大学駿河台記念館で、石弁正己氏の「芸能空間の語り一能と伝説Jと、徳田和

夫氏の「異形の街談巷説」という二つの研究発表があった。

石井氏は、柳田国男の「伝説」の概念について綿密な検討を行ない、 「伝説Jという新語を柳田が探

用した経緯をたどりながら、それが、かつての「イワレ r因縁 r故事言い伝え」といった言葉

と連続性をもっ点を重視した。ついで、能の語りを語り手という視点から大きく、シテの語り、ワキの

語り、アイの語りに分け、それぞれの特色、たとえばアイの語りであれば、現実に生きていてその場所

のことをよく知る者、つまり、その土地の伝承者としての性格を帯びているという点などを指摘し、さ

らに、夢幻能と現在能のちがいを、語りの場と語りの内容の関係から説いた。能の語りに「謂れ r来

歴 r子細Jなど起源調を内容とする傾向のみられるのは「かつての伝説」との共通性を物語るもので

あり、また、作り物は伝説における記念物の機能をはたしているという。口承文芸としての能の研究の

可能性を問う示唆に富む発表だった。

徳田氏は、中世における奇事異聞や妖怪謂を日記等をもとに紹介し、うわさ話の伝播者や社会的な背

景について述ぺた。 r徒然草J第五十段には、都に鬼が出没するといううわさがたって大騒ぎをしたと

いう話がみえているが、類似の話は『経覚私要紗言国卿記御法興院記』などにも記裁があり、
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